
地

境

望

八

九
〇

但

北
地

震

概

報

(詳

報

は

七

月

髄

に

掲

載

す
)

小

〃

家

治

五
月
二
十
三
日
午
前
十

1
時
十
分
豆
近
畿
地
方
に
起
っ
た
激
震
は
威
じ
た
範
囲
顔
る
腐
-
'
但
馬
囲
北
部
ビ
之
に

隣
接
す
る
丹
後
久
美
洛
附
近
の
損
害
頗
る
多
大
で
あ
る
｡

此
の
地
域
は
鳥
取
市
を
頂
鮎
yJ
L
で
鳳
山
川
の
河
口
ビ
そ
の
上
流
和
田
山
と
女
達
確
し
た
鏡
尖
な
等
脚
三
角
形
に

近
い
翰
廓
を
成
し
た
iii
tJ
L
で
第
三
紀
履
ビ
噴
出
岩
か
ら
成
っ
て
'
姫
路
の
束
に
登
壇
し
た
三
木
盆
地
ビ
相
射
し
て

丹
波
青
臓
両
高
原
の
古
生
厚
地
塊
の
問
の
振
れ
て
幅
の
狭
-
な
っ
た
部
分
に
費
蓮
し
た
岩
層
で
あ
る
｡

故
に
地
質
構
造
上
か
ら
観
れ
ば
此
の
両
地
域
は
近
畿
地
方
の
束
鼎
の
著
明
な
る
伊
勢
教
嚢
爾
樫
の
陥
没
地
協
に
誼

い
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
二
ビ
は
明
か
で
あ
る
.

前
者
は
明
治
年
間
に
濃
尾
江
北
二
回
の
激
震
が
あ
っ
た
の
で
地
質
構
造
ビ
地
震
ど
の
関
係
が
明
か
に
認
め
ら
れ
･rlPJ

が
'
従
妹
著
し

い
地
震
が
な
い
の
で
今
回
の
激
震
地
厄
が
悲
し
む
べ
き
地
鼻
の
舞
姦
た
ら
ん
亡
は
漁
期
せ
ら
れ
な
ん

だ
D
然
れ
T/J
も
古
い
歴
史
時
代
に
測
れ
ば
此
の
南
の
陥
没
地
富
に
於
で
は
貞
観
十
年
七
月
八
日
に
あ
っ
た
も
の
は
其



鎗
級
は
京
都
に
及
び
家
屋
の
破
損
を
起
し
た
激
震
で
あ
っ
た
｡
又
た
明
治
年
間
の
常
田
地
震
前
に
元
慶
四
年
十
月
十

四
日
に
出
掌
に
大
地
震
が
起
っ
た
例
も
あ
っ
た
0

7
千
飴
年
間
に
は
柿
に
今
回
よ
-
も
激
烈
t･J
も
の
が
中
図
に
も
起

っ
乎

J
と
は
此
の
加
-
で
今
回
が
唯

7
の
例
ビ
心
い
へ
ぬ
.
そ
の
地
質
構
造
か
ら
考

へ
て
此
の
地
笛
に
激
麓
の
起
る

可
鞘
性
が
認
め
ら
れ
る
｡
千
鎗
年
間
に
此
の
地
方
唯

T
の
激
震
が
今
回
起
っ
た
こ
と
は
我
々
の
大
に
留
意
を
要
す
る

鮎
で
'
此
の
地
笛
に
頻
似
し
た
未
だ
曾
て
地
歴
を
経
廟
せ
ぬ
地
方
は
頗
る
多
い
の
で
あ
る
か
ら
'
我
が
群
島
の
住
民

は
之
を
局
部
的
激
震
YJ.し
て
封
岸
の
火
炎
成
す
る
こ
亡
は
出
水
ぬ
.

京
都
で
戚
じ
た
所
で
は
明
治
四
十
三
年
近
江
北
部
か
ら
美
濃
団
の
西
部
に
亙
り
､
長
渚
木
ノ
本
関
ケ
原
の
問
に
起

っ
た
激
震
以
後
始
め
で
の
鋭
-
大
き
い
震
動
で
'
督
特
定
に
近
畿
の
何
度
か
に
起
っ
た
大
地
震
た
る
こ
と
は
解
せ
ら

れ
た
0
地
球
物
攻
単
数
室
の
雅
械
敷
洲
に
よ
っ
て
そ
の
方
向
が
西
北
即
ち
宮
津
の
方
向
た
る
こ
}J
を
知
っ
た
後
に
'

豊
岡
城
崎
両
町
の
大
損
害
の
新
開
搬
外
も
薦
い
て
費
表
さ
れ
て
'
今
逓

べ
た
従
来
未
だ
大
地
震
の
記
壊
さ
れ
ぬ
地
方

が

T
大
地
建
に
遭
越
し
た
こ
と
が
明
か
/̂J
な
っ
た
.

京
都
帝
団
大
軍
地
質
学
教
室
で
は
土
曜
日
の
行
革
ビ
し
て
中

村

横

山

両
氏
は
第

7
年
生
を
引
率
し
て
白
河
に
野

外
賓
智
中
で
'
教
官
塾
生
在
室
老
七
八
人
に
過
ぎ
L･1
ん
だ
が
､
上
絵
熊
谷
雨
域
畢
士
.･JU
畢
生

一
人
は
翌
朝
出
数
し
て

現
場
を
観
察
し
'
本
間
肋
数
授
上
河
講
師
は
兵
庫
願
旦
兄
都
府
の
響
容
部
に
集
つ
LJ報
骨
を
開
い
て
此
の
震
英
地
の

調
査
を
計
喜
す
る
こ
}J
に
し
た
｡

侃
北

地

賢

摂

取

監

九

九
･f



地

球

宍

O

九
三

熊
谷
甥
学
士
は
五
月
二
十
四
日
午
前
八
時
七
催
輝
を
藤
し
午
後

7
時
二
十
分
豊
岡
輝
に
著
し
P
豊
岡
城
臓
瀬
戸
を

親
察
し
で
午
前
客
席
二
十

7
分
城
崎
騨
費
列
軍
に
て

7
旦
緬
洛
し
た
｡
そ
の
艦
報
は
左
の
如
し
｡

京
都
よ
と
相
知
山
和
田
山
八
鹿
を
鑑
で
江
原
に
至
る
間
の
域
法
治
廉
は
汽
液
中
よ
-
望
見
し
て
認
め
得
る
地
震
の

損
害
な
-
'
八
鹿
に
火
炎
あ
-
し
だ
の
新
開
報
導
は
煙
突
か
ら
の
出
火
で
地
震
に
蓮
田
し
た
の
で
な
か
っ
た
O

鞭
賓
の
見
え
る
は
江
原
の
束
北
軍
里
の
鶴
岡
村
墓
地
の
石
碑
約
四
封

T
の
剖
倉
で
外
れ
LJ
に
始
ま
-
'
豊
岡
町
の

南
方
九
日
市
で
は
墓
石
の
外
に
垣
壁
鳥
居
屋
根
瓦
に
も
被
客
を
認
め
'
南
北
に
走
る
壁
が
西
側
に
崩
れ
落
ち
'
東
西

に
走
る
も
の
は
壁
土
が
濫
下
に
落
ち
た
の
を
見
た
｡
家
に
よ
り
金
-
被
寮
の
な
い
の
も
あ
っ
た
.

豊
岡
町
の
損
藩
は
停
車
場
か
ら
兼
に
向
つ
て
町
の
中
央
に
通
す
る
新
造
に
治
ふ
て
坦
丑
て
た
虎
の
家
屋
倒
塊
が
著

し
-
､
此
に
薦
い
た
町
の
東
北
宇
部
に
火
炎
が
起
つ
東
｡
地
震
の
時
に
地
鴨
が
北
方
城
崎
の
方
向
に
聞
え
下
か
ら
変

せ
か
へ
す
様
な
振
動
の
後
に
上
下
動
が
凍
た
ど
い
ふ
｡
豊
岡
町
に
於
け
る
家
屋
の
倒
壊
は
米
国
に
棟
を
並
べ
た
も
の

に
多
-
南
北
の
町
屋
は
倒
壊
及
び
傾
斜
を
免
れ
た
ら
し
い
｡
東
西
に
棟
を
並

べ
た
町
家
中
で
倒
痕
を
免
れ
た
も
の
を

見
る
に
p
二
階
は
重
症
に
戎
-
下
の
桂
が
西
に
十
度
許
傾
い
て
ゐ
た
.

豊
岡
城
臓
間
で
は
豊
岡
の
庶
ぐ
北
の
封
岸
に
在
る
田
鶴
野
村
に
倒
壊
が
見
え
た
が
､
そ
の
北
で
は
東
岸
の
良
家
の

著
し
き
倒
奴
を
認
め
ず
Q

玄
武
洞
の
崩
痕
は
望
見
し
得
な
ん
だ
が
'
新
ら
ね
に
崩
落
し
た
崖
面
は
鬼
安
ら
れ
た
O
そ

サ
1

の
北
の
家
屋
は

1
月
倒
れ
て
ゐ
た
が
'
城
崎
輝
の
南
の
今
津
な
で
も
家
屋
の
倒
れ
た
も
の
を
見
ず
､
封
岸
の
楽
々
浦



の
南
方
山
灘
に
董
茸
家
屋
の
倒
れ
,LU
の
が
見
え
た
｡

城
崎
町
は
騨
前
か
ら
湯
島
方
面

:
園
傍
聴
た
る
焼
野
原
ど
な
-
､
虎
々
か
ら
残
煙
白
-
丑
も
上
ト
′つ
ゝ
あ

-
｡
輝

か
ら
市
術
の
中
央
に
通
す
る
強
固
の
進
路
に
亀
裂
が
あ
っ
て
北
西
南
東
に
走
る
も
の
二
係
長
各
約
二
光
晴
二
糎
'
之

ビ
略
ぼ
庇
角
に
盛
る
も
の

7
億
長
さ
阿
光
二
糎
で
､
後
者
の
両
側
少
し
落
ち
て
ゐ
た
｡
渦
糸
尊
山
門
の
束
の
敷
石
迫

の
両
側
に
東
西
の
迫
に
治
ひ
立
っ
た
看
燈
俺
は
悉
-
大
部
分
束
に
外
れ

1.
都
は
反
射
に
酉
に
外
れ
p
山
門
か
ら
西
南

に
向
っ
た
道
路
に
は
東
北
閣
南
の
亀
裂
が
前
に
述

べ
た
よ
り
も
幅
虞
-
数
も
多
-
出
凍
て
ゐ
た
｡

城
暗
躍
英
者

の請
で
は
舘

1
寮
の
毎

勘
を
受
け
た
後
家
屋
の
振
動
が
逆
に
か
ほ
る
ビ
同
時
に
家
が
倒
れ
て
彪
々
か

ら
火
炎
が
追
っ
た
ど
い
ひ
'
焼
失
罷
域
は
全
部
家
屋
が
倒
れ
た
慣
域
で
あ
る
ど
い
つ
た
｡
後
者
は
そ
の
ま
ゝ
倍
す

べ

き
や
疑
問
で
あ
る
が
､
旅
館
が
大
抵
二
階
,3
L上
の
建
物
で
あ
る
か
ら
第

7
豊
後
鑑
に
倒
れ
た
ビ
想
は
れ
る
｡

城
崎
瀬
月
間
の
道
路
は
北
々
兼
に
向
ひ
.
之
に
並
走
す
る
亀
裂
非
常
に
多
上

北
酉
に
走
る
も
の
が
之
に
交
叉
す

る
こ

と
城
崎
だ
同
じ
-
.
側
屈
の
多

い
/̂J
共
に
亀
裂
は
槽
著
大
ど
な
っ
て
ゐ
る
｡
大
島
橋
海
神
就
問
の
水
田
に
多
数

の
噴
水
孔
が
出
来
て
ゐ
て
.
道
を
横
断
し
た
約
北
三
十
皮
兼
の
地
割
が
畑
の
中
に
覇
い
LJ
も
の
を
見
た
o

今
日
ま
で
知
れ
た
被
害
報
告
は
左
の
如
し
O

耶

岡

町

.

但

北

きぬ

袈

概

観

粂
戸
数戸

六
､
八
五
〇

二
､
二

三

倒

機

中

壌

死
亡
人
数

戸

戸

然

二
四

六
7

二
､
三

二

二
六
三

五

二
九

…､五
八
三

八
三

負

傷

行
桁
不
明

シ=

Jn

五

六
四

六
〇

二

三
二

三
七

式

一

九
三



地

捲 城

崎

球

.〟

町

六
六
〇

柑

(

浄
屠
山
)

八

三六

熊

野

耶
(
久
美
憤
)

四
一
四

戸

二
一四

五
七
九

七

1

窮
三
番F

五
三
八

二
ハ五

八
二

鰐
六
蚊hね

7
二
八

三
組七

宗

工

六
三

一
八
八

三
五

四
1三 九rl九

Eヨ

何
は
此
の
地
方
よ
-
東
北
に
常
っ
た
網
野
及
び
城
崎
西
北
の
竹
野
等
に
も
家
屋
の
破
壊
が
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
O

此
等
の
醜

悪
を
給
食
す
れ
ば
豊
岡
町
の
大
損
藩
は
地
震
そ
の
も
の
～
直
接
の
破
壊
作
用
よ
-
は
地
盤
の
性
感
が
蘇

ら
し
た
結
果
が
著
大
で
あ
る
ビ
想
は
れ
.
震
央
は
城
崎
町
以
北
の
園
山
川
河
口
附
淀
に
有
る
ら
し
-
P
津
屑
山
の
封

岸
田
帝
衆
比
の
両
村
落
の
如
き
は
櫛
に
庇
按
の
大
農
啓
を
蔵
王

そ
の
他
の
部
分
は
関
東
地
震
の
場
食
k,同
亮
-
網

目
に
交
叉
し
た
数
多
の
構
造
歌
の
或
る
系
に
治
監

朕
歯
か
ら
僻
播
す
る
汲
敬
が
狩
に
烈
し
-
地
表
を
築
城
し
た
ビ
想

は
れ
る
｡

本
誌
次
故
に
踏
査
の
飴
巣
を
報
告
す
る
時
に
は
そ
の
詳
細
が
知
れ
る
で
あ
ら
う
O

今
回
G
l但
北
地
箆
前
後
二
脚
(
二
十
三
日
及
び
二
十
六
且

に
関
し
て
左
の
事
項
に
就
音
地
盤
を
感
じ
た
地
方
詣
潜
か
ら
地
質
幾
教
室
宛
り
御
報
知
み
希

患
う.
右
｡

根

喜

大

ナ

ル
モ

ノ

哲

人
具

婁

別
)

冬
年
別
仝
戸
数

船
聖

家
賃

数

棚
聖

家
欝

数

畿

鮎

欝

脚
帽
､
)
糊
料
鮒
誓

L

土
地
ノ
陥
没

､粒
防
､泣
出
ノ
胞
裂
､
土
沙

境
川
､山
崩
横
崩
ノ
有
如
､
大
小
､
間
数
等

帥
赦
免
原
石
瞭
能
ノ
倒
頓
破
損
(
傍
数
)

寺
院
基
地
石
塔
ノ
倒
レ
タ
〃
モ
ノ
(
倍
数
)

柵
畑
鮎

豪

側
下
}
(
墳
墓

護

等
)

他
職
ノ
有
蝕
､
方
向

被

害

小

ナ
ル
モ
ノ

家
屋
土
蹴

壁蛸
薙
ノ
破
鴫
亀

裂
等
(戸
数
冊
数
)

犀
枇
武
儀
港
.

移
動
等
ハ
戸
数
)

地
下
水
痘
劫
(非
水
洞
怖
其
他
ノ
典
批
)

振
子
時
計
ノ
停
止

地
場
其
他
牲
窓
ス
ベ
キ
事
項


